
 

 

 

■昔はエアコンなしで過ごせていた自分をほめてあげたいくらい、熱い
日がまだまだ続いていますが皆様いかがお過ごしでしょうか？本号は、
学術大会（金沢）の予稿集を兼ねております。この学会誌が皆様のお手
元に届くころには少しこの暑さが和らぎ、金沢では快適な気候で皆様に
お会いできることをお待ちしております。 

■リレーエッセイや関連集会参加記では、若い研究者の方に執筆して
いただきました。村中さんは相変わらずの平常運転で、思いのたけを
リレーエッセイにつづってくれています。高さんは WCC 参加記では的
確に現地の様子をレポートしていただきました。 

■次号は EBRS（フランス、リヨン）の参加記を掲載予定ですが、私も
参加しましたのでその往路でのエピソードをご紹介。今話題？の韓国
経由で夕方パリに着き、夜 TGV でリヨンまで向かいました。ちなみ
に、嫌な思いも暴行もさせられず韓国料理を堪能しました。1時間遅れ
の TGV でシャルルドゴール空港を出発し、1時間ほどたったころ、突然
石を引いたような衝撃を感じました。何事か！と様子をうかがってい
るとフランス語オンリーでアナウンス。みんな一斉に「オーゥ」と天
を仰ぎました。？な私は乗客に聞いてみると、なんと人身事故とのこ
と。私も一足遅れて天を仰ぎました。結局 4時間以上待たされた挙
句、水や毛布の支給といったケアもないまま、別の車両に移らねばな
らず、夜中の 3時に線路を重いトランクを持ちながら別の TGV に移
動。車中でも隣の赤ちゃんと目が合って寝られないまま、リヨンに着
いたのは朝 6時。タクシー待ちでさらに 30 分以上待たされ、ホテルに
着いた時にはへとへとでした。ただ、もったいないので、その日の夕
方からのオープニング前に、リヨン観光し TGV 内で現地乗客に紹介さ
れたレストランで昼食を堪能。こんな感じで私の EBRS は始まりました
が、おかげで時差ぼけも後退ではなく前進気味でした…。翌日にも TGV
は牛さんを 16 頭もひき殺す事故を起こしているそう。良い経験になり
ました。 

■執筆要項を改訂いたしました。総説が医中誌として知られる医学中
央雑誌に抄録が掲載されるようになりました。また、現状に合わせた
要項に改変いたしました。今後もより分かりやすい・面白い学会誌に
してまいりたいと存じます。（池上） 

 

■巻頭言は、本間さと先生にご寄稿頂きました。研究室を閉じることの
大変さ、そして新しく始まった臨床医としての生活について書いてくだ
さいました。研究室にあった莫大な機器や試薬などを、有効に使える人
の所へ移動できるように、お骨折り頂いたご苦労には、感謝の言葉しか
ありません。有終の美を飾るのは、まだまだ先にして、益々ご活躍頂き
たいものです。 

■山崎先生には、「視交叉上核外概日ペースメーカー」と題した総説を
寄稿して頂きました。英語で言うところの「extra-SCN」を、日本語でど
う表記するのがよいか、著者の山崎先生、編集委員の沼野先生とともに、
知恵を絞りました（ちょっと大げさすぎ？）。分かりやすいように、誤解
されないように、色々案を出し合って上述のタイトルに落ち着いた次第
です。種々の extra-SCN 振動体について分かりやすく解説して頂きまし
た。存在は明らかなのに、なかなか捉えられない実体。明らかになる日
が楽しみです。 

■研究室便りは、長崎大に赴任された中村渉先生。昨年の長崎での大会
の際には、大変お世話になりました。中村先生は、山崎先生とともに、
私にとってはバージニア大の留学仲間です。「車はトラックでしょ」と
いう山崎先生に感化されて（？）、金色のトラックに乗っていたのを思
い出しました。懐かしい…。（吉川） 

 

 

■いつも時間生物学会誌を購読いただきありがとうございます。これ
書いているいま、まだまだ暑い。9月半ばになろうとしているのに猛暑
日が続いたりしている。蝉が鳴いていないのに暑いのは個人的には許
せない。熱さでばてたせいか痒疹が全身にでてきた。還暦を前にして
体質変化。かゆい。 

■理事就任と同時に編集委員会委員長を仰せつかってから二年が経ち
ました。実務については、相変わらず吉川、池上のお二方にほとんど
丸投げ。すまん。しかしこの二年間で学会誌編集のプロセスが理解で
きコストダウンに成功しました。また、内容についても執筆者にお願
いしてできるだけ個人の立ち位置にひきつけて個人的でよいから偏っ
てもいいからその人なりの見方を提供していただきたかった。意を汲
んでいただき執筆者の汗をかいた過程がみえるような作品が集まりま
した。感謝。 

■今号では、前号に続いて本間研一先生のヒトの概日リズムについて
の総説がいただけました。退職されてじっくりと執筆いただける時間
ができたと拝察。よいタイミングでお願いできたかと自画自賛。 

■私も欧州時間生物学会行ってきましたよ。リヨンの第一印象はとに
かく暑い。連日35度近い猛暑で、教室の空気が熱い。空調がポンコ
ツ。でも参加者みんな元気だ。ただし私はぐったり。リヨンはローマ
時代の遺跡が残る世界遺産の街。誇るもののある街はよいですね。ヒ
トがおだやかです。 

■遠藤周作さんが戦後すぐにリヨン大学に留学されてその経験を「フ
ランスの大学生という」書籍にまとめています。狐狸庵先生に似合わ
ぬ陰鬱な基調のエッセイです。「誰も日本のことを知らない。日本学
の専門家以外はまったく日本の今に興味がない、侍がまだまだ闊歩し
ていると思っている。」との記述があります。それから70年。街角の
本屋を除けば日本のコミックのフランス語版が目立つところにおいて
ある。フランスは大人がマンガを読む国です。アニメとコミックの専
門誌を購入しました。古本。2€。日本の作家さんの作品も紹介してあ
る。きちんと作家さんに取材している。理解は進んだのか？侍がドラ
ゴンボールになっただけかもしれませんが。 

■駅の売店で”Science et cerveau “というタイトルの雑誌を見つけ
ました。7.9€。”科学と脳”という雑誌があたりまえのように並んで
いました。フランス人、脳を愛しているようです。それだけで好まし
い人々と思い込める。帰宅後、開いてみました。読めない。うーん、
雰囲気だけわかるのみ。仏語能力さび付くどころか腐蝕。 

■学会中、Silver博士ご夫妻とブションで食事をする機会をもてまし
た。新市街のAux 3 Mariesという店。ご夫妻、お二人ともチャーミン
グなかたですね。結婚後53年とのこと。若い頃に結婚されているよう
です。お歳はおっしゃいません。ただ想像できるもっとも若い年齢で
あったとしても結構いっている（失礼。）。しかし活力にあふれてい
て世界中をとびまわっている。米国でのドクター取得後の身の振り方
について伺うことができました。博士号をとったらアカデミア以外の
就職口が限られる日本とは異なり、多種多様な職についているとのこ
と。日本では博士課程に進む学生が減っている。最高学府の先端まで
いってしまったら将来が不安っていったいどんな罠なんですかね。日
本変われよ。 

■さて10月には日本時間生物学会総会ですね。金沢で行われます。さ
すがに涼しくなっていることでしょう。楽しみましょう。金沢だけに
おいしいものがいっぱいでてくるに違いない。期待しております、三
枝会長。（重吉） 
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Ryuta Nakajima “Amburghese di cuore” (2013)

　アメリカ在住の Ryuta Nakajima（中島隆太）は，イカやタコなどの頭足類に関する，突っ込んだ生物学的研究をしながら，独
自の表現を探究している気鋭のアーティストだ。彼は，状況に応じてイカやタコなどの頭足類が体表を変化させる性質を，アーティ
ストが世界を解釈して表現する行為に重ね合わせ，生態観察や実験をしつつも常に「表現の本質とは何か」「自然と人文的世界観
を巡る思索」に関わる制作を長年続けてきた。
　表紙作品は，Minneapolis Institute of Art との共同で行われた一連の写真作品の一点。美術館に保存されている伝統的ないし宗
教的な絵画や資料を高解像度に出力した写真を底面にして，その上に置かれた水槽内でイカが体色を変化させた模様を撮影し，作
品化したものだ。イカの環世界に思いを馳せつつ，人々が培ってきた文化や宗教と，世界を認識し，身体で表象するイカの有りよ
うを重ね合わせ，人間の意識や精神活動・表現活動を新たに捉え直すことはできないか，という探究の一環のプロジェクトだ。表
題の”Amburghese di cuore” は，「根っからのハンブルク人」という奇妙なラテン語だ。評者の理解では，ハンブルク出身の美術史家・
美学者 Aby Warburg が自らを評した言葉の一節に由来している。最近執筆された Nakajima の学位論文を読むと，彼がヴァ―ル
ブルクの西洋美術史解釈を，美術が単に線形的に発展したものでも，個々の芸術家の創造の産物だけとして捉えるものではなく，「視
覚と解釈を伴う，ある種の科学的な一般性を前提に発展してきたもの」として読み取っていることがわかる。それを，作家自らの
学際的な活動（ある種の自然科学的観察・実験と美学的な思考や美術表現を往復する活動）のベースとして捉えているようだ。
　このプロジェクトに先行して，Nakajima は専門の海洋研究者たちと組んで本格的なイカの行動・画像解析を地道にこなすこと
で体表変化に関する定性的かつ詳細なカタログを作製し，基礎生物学的にも価値のある研究論文を発表している。下に示す「イカ
ラボ」は，実際に作者自らが設計した展示用機材を備えた水槽の中でイカを生体展示し，その体表変化をリアルタイムで壁面にプ
ロジェクションするバイオメディアインスタレーション作品
の展示の様子である（Ryuta Nakajima “CEPH LAB（イカラ
ボ）”，沖縄こどもの国，2012）。こうした実験・観察によって
得られた成果を，独自の思索を伴って美学的に展開し，本シ
リーズとして発表したり，膨大な古今の名画や様々な画像の上
に置かれた水槽の中でイカがどう振舞うのかを記録・分析し，
作品化してきた。興味深いことに，この方法論を「ゾンビ」の
画像分析と表現に応用したプロジェクトなども手掛けている。
Nakajima の表現・実験探究世界は，いわゆるメディアアート
ともサイエンスイラストレーションとも異なるタイプの「自然
科学とファインアートの往復モデル」として独自の貴重な例と
言えるだろう。

Ryuta Nakajima 
美術家，研究者，僧侶。ミネソタ大学ダルース校芸術学部准教授（絵画），沖縄科学技術大学大学院OIST客員研究員，博士（芸術工学）。
生態学，行動学，進化生物学的な研究も手掛けており，その美学的な解釈を交えた学際的な作品の発表や研究成果を報告して
いる。論文に ”Can I Talk to a Squid? The Origin of Visual Communication Through the Behavioral Ecology of Cephalopod”
や ”Cephalopods Between Science, Art, and Engineering: A Contemporary Synthesis” などがある。
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